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１.　公開講座
　『育てて食べようおいしい夏野菜－家庭菜園のツボ2015 －』
　
　フィールド科学センター内の畑約20㎡を１区画として受講生に割り当て，ナス，トマト，ピーマンのほか
エダマメ，インゲンマメなどの夏野菜の育て方を指導した。原則として毎週水曜日の午後に講義または大学院・
学部学生による畑での栽培指導を行った。平日の日中のみ入構可能として講義日以外にも収穫や除草などの
管理作業を行うよう指導した。いずれの参加者も熱心で，暑い中で熱心に作物の栽培管理に取り組み，自己
流で行ってきた家庭菜園よりできがよいと好評であった。
　昨年度は，朝日新聞岡山総局から取材を兼ねた参加を受け入れ，随時岡山版の紙面とツイッターで紹介さ
れた。その影響が大きく，受講希望者数が例年になく多かったため，初めての参加希望者のみで抽選を実施
して定員の40名に絞り込んだ。
受講対象者：家庭菜園に興味のある一般市民　40名
担当教員：吉田
技術職員：宮地・山奥・谷岡
実施場所：岡山農場　南３号圃場
実施日　　４月８日～９月９日（毎週水曜日，4月30日，5月7日のみ木曜日）
　　　４月８日（14時開講） 野菜栽培の基礎，葉菜類の播種・スイートコーン定植
　　　４月15日（14時開講） 果菜類の着果習性，マメ類の播種
　　　４月22日（14時開講） 肥料の種類と与え方，トマトの定植
　　　４月30日 マメ類・ナス・ピーマンの定植
　　　５月７日 ホウレンソウ・コマツナ・葉ダイコンの間引き
　　　５月13日～８月26日 果菜類の整枝・誘引・栽培管理・収穫
　　　９月２日（14時開講） 秋野菜の作り方
２.　ジュニア公開講座
　岡大ライス博士
目 的：岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センターでは，約10ヘクタールの水田で水稲の栽培を行い，
収穫されたコメは大学生協の食堂で「岡大ライス」として提供され，また販売所を通じて地域住民の皆さ
んに親しまれている。「田んぼ」はヒト（こころ－体）と自然をつなぐヒトが創った生態系であり，田んぼ
の生態系を維持するためには多くの働きかけ（管理作業）が不可欠となる。ヒトと自然とのつながりを「田
んぼ」の生態系を管理（実習）することを通じて実感するとともに，実験を通じて「田んぼ」の生態系の
成り立ちを理解するように促す。
講 座の内容：水稲栽培に関する基礎および最近の生産技術について体験する。「なぜ田植えをするの？」に答
えるため，稲作の歴史や栽培様式の地域性について解説する。水田の耕起－代掻き－施肥，各作業の意味
を説明し，田植え実習を行う（無農薬栽培）。また，自宅でバケツイネの観察日記を作成してもらう。「雑
草と害虫とは？」という疑問に答えるため，イネを栽培すると雑草や害虫が発生する理由や種類と特徴に
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ついて解説する。水田の除草実習を行い，無農薬栽培のコストが大きいことを実感してもらう。「稲刈りっ
てどうやるの？」という疑問に答えるため，稲刈りと乾燥方式の歴史的変遷と地域性について解説すると
ともに，実際に稲刈り実習を行い，秋の収穫を体験してもらう。「お餅とお米？」お餅とお米の関係を化学
的成分と粘りとの関係から解説し，実際に作ったもち米を使って，餅つきを行い，稲作に関連した文化や
風習について理解してもらうとともに，収穫に感謝するこころを育む。最後に，感想についての発表会を
行い，岡大ライス博士号を授与して本講座をまとめる。
実施スケジュール：５月７日　受講者募集開始・大学近辺の小学校への広報活動
　　　　　　　　　６月16日　受講者確定
　　　　　　　　　６月19日　実施前打ち合わせ・準備
　　　　　　　　　６月20日　13：30‒13：40　開講式
　　　　　　　　　　　　　　13：40‒14：00　自己紹介
　　　　　　　　　　　　　　14：00‒14：30　田んぼとご飯の紹介
　　　　　　　　　　　　　　14：30‒14：40　休憩
　　　　　　　　　　　　　　14：40‒15：30　田植え実習
　　　　　　　　　　　　　　15：40‒16：00　ペットボトルイネの移植
　　　　　　　　　８月１日　13：30‒14：00　イネの生育と雑草・害虫について
　　　　　　　　　　　　　　14：00‒15：00　除草実習・虫取り
　　　　　　　　　　　　　　15：00‒16：00　茎と根の成長点の観察
　　　　　　　　　10月17日　13：30‒14：00　稲刈りと乾燥方式の歴史的変遷
　　　　　　　　　　　　　　14：00‒15：00　稲刈り実習
　　　　　　　　　　　　　　15：00‒16：00　穂の観察と籾数・結実数の調査
　　　　　　　　　11月28日　13：30‒14：00　お餅とお米と稲作儀
　　　　　　　　　　　　　　14：00‒15：30　餅つき実習
　　　　　　　　　　　　　　15：30‒16：00　感想・結果発表会
　　　　　　　　　　　　　　16：00‒16：10　閉講式（岡大ライス博士号授与）
参加者：参加者：小学生20名，保護者19名の合計39名
場　所：岡山大学農学部附属山陽圏フィールド科学センター岡山農場
協　賛：公益財団法人マツダ財団
３.　FSセンター講演・講習会
　本年度は，センター内外の受講者の安全衛生意識の向上を目的として【熱中症予防対策】，校費の適正使用
の意識向上を目的として【公的研究費等に係るコンプライアンス】に関する講習会を開催した。夏季の事故
防止に備える正しい知識と，日々の予算執行における不正防止に備え，重要性を認識するとともに，正しい
知識を得ることが出来た。
　会計課長からは，特にセンター生産物収入に係る予算について，詳しい説明があった。
　１．熱中症の予防対策講習会
　　　日　時：平成26年６月17日（水）
　　　場　所：フィールド科学センター実習室
　　　講　師：保健管理センター内科医　中山　光　氏
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　２．公的研究費等に係るコンプライアンス
　　　日　時：平成27年３月18日（水）
　　　場　所：フィールド科学センター実習棟
　　　講　師：長砂　毅（自然系等研究科会計課長）
